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第 16 回 関東・水と緑のネットワーク 募集要項 
 

一般社団法人関東地域づくり協会 

公益財団法人日本生態系協会 

 

第 16 回「関東・水と緑のネットワーク」は以下の内容で募集を行います。 

 

１.応募要件 

以下の要件を満たす取組を助成します。 

 

①助成対象団体 

・関東地域の１都７県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川

県、山梨県）に事務所等の連絡先がある団体 

 ※市民団体、学校、企業など。法人格の有無や団体の規模は問いませんが、個人が

行う活動は対象外です。 

・複数の団体の連名でも応募できますが、その場合は窓口となる団体（事務手続を行

う団体）は１つにしてください。 

 

②助成対象活動 

・関東地域の１都７県（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川

県、山梨県）で行う自然環境の保全に関する活動 

※活動場所の面積に関する要件はありません。 

・一般社団法人関東地域づくり協会から令和６年度公益助成を受けている活動は、 
助成対象外となる場合があります。 

 

・下記の活動を優先的に採択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これまでに「関東・水と緑のネットワーク（旧 関東・水と緑のネットワーク

拠点百選）」に採択された団体が行う、選定拠点に隣接・近接する自然環境を

保全する活動 

●貴団体が直面している環境保全上の問題の解決につながり、その効果が翌年

度以降も持続することが期待できる活動 

（例）外部委託や多人数の参加による外来生物の集中的な駆除作業、少人数でも行え

る効率的・効果的な環境保全の方法を学ぶ講習会や勉強会の開催 など 

●本助成の終了後も、継続して活用が可能な広報媒体の作成 

（例）ウェブサイトの新規開設・改修、団体案内パンフレットの作成・改訂 など 
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２.評価の視点 

・応募書類は主に以下の視点で選考を行います。 

評価の視点 特に評価する活動（例） 

自然環境のつながりを

保全・回復する活動 

・活動場所の自然環境と、その周辺の自然環境とのつな

がりを保全・回復する活動 

・地域の野生生物の生息・生育環境を、つながり・まと

まりのある形で保全・回復する活動 

課題の解決につながる

活動 

・環境保全活動を行う団体に共通する問題の解決を目指

す活動（特に、人材の確保・育成、活動に対して助

言・指導を行う有識者や専門家との関係づくり） 

「関東・水と緑のネット

ワーク」に選定された団

体間のネットワークづ

くりに関する活動 

・関東・水と緑のネットワーク（旧 関東・水と緑のネッ

トワーク拠点百選）に選定された複数の団体が連携し

て行う活動 

 

 

３.助成額及び助成期間 

【助成額】 

・１申請団体につき上限５０万円 

令和６年度は、３～５団体程度を助成予定です。 

・応募できる取組は１団体につき１件です。複数の団体が連名で申請する場合は１

団体と数えます。 

・選考の結果、減額して採択されることもあります。 

 

【助成期間】 

・助成決定日（令和６年８月下旬を予定）～令和７年２月２８日（金） 

  助成決定日は採択された団体に別途、書面で通知します 

 

 

４.助成内容 

・活動目的に添う経費全般を助成しますが、以下の経費は助成対象外です。 

＜助成の対象外となる経費＞ 

応募団体の運営経費 

・団体の構成員（会員やボランティア等）の人件費・交通費・食事代、事務所の賃

貸料、団体の運営のために日常的に使用する備品（コピー機、電話機、パソコン

等）の購入費・リース費 など 
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領収書がない経費 

 ・領収書がない経費は助成対象外です。 

・領収書が発行されない近距離の交通費（電車代、バス代）は、所定の書式に記入・

提出することで助成対象となります。書式（旅費交通費精算書）は、採択された

団体の担当者に別途、送付します。 

 

内訳が分からない経費 

・領収書があっても、領収書の但し書きの記載内容から内訳や使途が読み取れない

ものは助成対象外です。（例えば、備品一式、講演会開催費用一式 など） 

・複数の物品等を一括して購入する場合は、レシートや見積書、納品書など、購入

した物品の内訳が分かる書類を添付してください。 

 

他の用途に転用可能な資機材の購入費・リース費 

・パソコン、各種タブレット機器、携帯電話 など 

 

助成期間外に発生した経費 

・助成期間外に支払いや精算を行った経費は、採択された団体の自己負担となりま

すので、ご注意ください。 

  

＜助成金の精算について＞ 

・助成金は、活動終了後に提出された既定の書式（活動報告書、領収書など）の内

容を確認後、実費で支払います（令和７年３月下旬に口座振込予定）。なお、助成

金の全額または一部の前払いはできませんので予めご了承ください。 

・活動終了時に提出する書式は、本助成金に採択された団体の担当者に郵送・Ｅメ

ールで送付します。 

・採択決定の通知文書に記載された助成額よりも実際の支出額が少ない場合は、実

際に支出した額が助成額になります。逆に、通知文書に記載された助成額よりも、

実際に支出した額が多い場合は、超過分は採択された団体の自己負担になります。 

 

 

６.選考スケジュール  

［応募締切］令和６年７月２６日（金）必着       

［書類選考］令和６年７月下旬～８月中旬 
      ※応募書類の記入内容について、事務局から電話やＥメールで確認を

することがあります。 

［結果通知］令和６年８月下旬 
       ※選考結果は全応募団体に書面で通知します。選考の結果、助成額の

減額等が行われる場合があります。 
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７.応募方法  

・応募に必要な書式（応募用紙）は、「関東・水と緑のネットワーク」のウェブサイ

トからダウンロードできます。紙媒体の応募用紙を希望する団体は、「宛先を記入

した長型３号封筒」と「９４円切手」を同封して事務局宛にお送りください。折

り返し、募集要項と応募用紙を郵送します。 
 ※ウェブサイトの URL、返信用封筒・切手の送付先は本募集要項の末尾を参照 

・応募用紙に必要事項を記入して、令和６年７月２６日（金）必着で、本募集要項の

末尾に記載された事務局の宛先に、E メールまたは、配達記録が残る方法（レター

パック、特定記録郵便、宅急便など）で送付してください。 

・応募用紙は片面印刷で作成してください。活動場所の写真を含むページは、なるべ

くカラー印刷でお願いします。 

・応募用紙に書き切れない場合は別紙に記入してください。別紙の体裁や用紙のサイ

ズ、枚数は自由です。なお、パンフレットなどの既存の資料（コピー可）で応募用

紙の内容を補う場合は、通し番号を付けて該当箇所を枠で囲う、色付きペンで下線

を引くなど、応募用紙の記入箇所と添付資料との対応関係が分かるようにしてくだ

さい。 

 

＜採択された団体の事務手続＞  

・採択された団体の担当者には、通知文書とともに事務手続に関する書類を郵送しま

す。応募用紙の連絡先に E メールアドレスを記入した団体には、E メールでも通知

文書、事務手続きに関する書類を送信します。 

・助成を受けて行った活動内容は、通知文書とともに送付する書類（活動報告書など）

に記入し、令和７年２月２８日（金）必着で事務局に提出してください。 

・助成期間中（通知文書の発行日～令和７年２月２８日）に関東・水と緑のネットワ

ーク事務局に提出いただいた書類は事務局に帰属し、提出書類の記載内容（写真・

図表等も含む）をもとにウェブサイト、冊子、報告書等の成果物を作成し、公表す

ることがあります。予めご了承ください。 
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第１６回 関東・水と緑のネットワークの事務手続の流れ 

応募締切 令和６年７月２６日(金)必着 

応募書類の選考 

令和６年８月上～中旬 

※第三者で構成する選定委員会での書類選考を経て採択団

体を決定 

選考結果の通知 
令和６年８月下旬 

※選考結果は全応募団体に書面で通知 

助成期間 
令和６年８月下旬(通知日以降)～令和７年２月２８日（金） 

※各団体で活動を実施（物品購入や行事開催 等） 

交流会の開催 

令和６年１１～１２月頃 

※今年度助成を受けた団体の活動報告、各団体が抱えてい

る課題解決につながる話題の提供など（一般公開で開催

予定） 

報告書類の提出 
令和７年２月２８日(金)消印有効             

※助成を受けて実施した内容に関する報告書類の提出 

助成金の支払 

令和７年３月下旬 

※提出書類の内容を確認後、各団体が指定する金融口座に

助成金を振込 

 

 
 
 
 
 
 

問合せ先・応募用紙の提出先 

 

 関東・水と緑のネットワーク事務局 

〒171－0021 東京都豊島区西池袋 2－30－20 音羽ビル 
公益財団法人 日本生態系協会 内（担当：亀田） 

［電話］03－5951－0244（代表）  

［E メール］100select@ecosys.or.jp 

［WEB サイトの URL］https://www.ecosys.or.jp/100select/ 


